Express サーバや添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明し 
ます。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセツ 
トアップしてください。 


Express サーバの特長 (—2 ページ） . Express サーバの特長や添付（または別売品)のソ 

フトウェア、および各種オプションとソフトウェ 
アの組み合わせによって実現できるシステム管理 
のための機能について説明しています。 


導入にあたって （—7 ページ） . Express サーバをご利用されるシステムを構築す 

る際に知っておいていただきたい事柄や、参考と 
なるアドバイスが記載されています。 

お客様登録 (—13 ページ） . お客様登録の方法について説明しています。 

Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に (—14 ページ） . セットアップの順序を説明します。お使いになる 

オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

Windows 2000のセットアップ (—16 ページ） . Windows 2000で運用する場合のシステムの 

セツトアップの方法について説明しています。 


Windows NT 4.0 のセツトアップ (—35 ページ) 


Windows NT 4.0で運用する場合のシステムの 
セットアップの方法について説明しています。 












Express サーバの特長 

お買い求めになられた Express サーバの特長を次に示します。 



性能 


• Intel® Pentium® 4 Processor 
• 大容量セカンドキャッシュ 
N 8100 -807 : 256KB 
N 8100 -808 :512KB 
• 高速1〇〇 BASE-TX/1 〇 BASE-T インタ 
フエー ス （ 1 00Mbps/ 1〇 Mbps 対応） 
• 高速ディスクアクセス： UltraATA 100 



信頼性 



E 3 張性 _ 

• PCI バス x4 スロット 

• 最大 1.5GB の大容量メモリ 

• USB 対応 (Windows NT 4.〇では対応 
したドライバが必要） 


• メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエ 
ラー 検出） 

• バスパリティエラー検出 
• 温度検知 
• 異常検知 

• CPU ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• BIOS パスワード機能 


0ぐに使える 

參ビルド • トゥ•オーダにてあらかじめ使用する 0S 
のインストールやオプションの取り付けを行うこ 
ともできます。 


理機能 

ESMPR 〇シリーズ 


富な機能搭載 

• El Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマットをサポート 

• POWER スイッチマスク 
• リモートパワーオン機能 

• AC-LINK 機能 


守機能 


m 己診断機能 


DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


• Power On Self-Test (POST) 

• システム診断 (T&D) ユーティリティ 


電力機能 

スリープ機能 (Windows 200〇のみ) 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBULDER (システムセットアップユーテイリテイ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP(BIOS セットアップユーティリティ） 
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Express サーバでは、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといったハードウェア本体が提供する機能 
と、サーバ本体に添付されている ESMPR 〇などのソフトウェアが提供する監視機能との連 
携により、システムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた _ 
めのバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保する ™ 
ことができます。 _ 
各機能はそれぞれ以下のハードウエア、およびソフトウェアにより実現しています。 A 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ 管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管理 

ディスクミラーリングコント□—ラ 
ディスクアレイコント □— ラ 

DAT/DLT/AIT など 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/ServerAgent 
FastCheck, Power Console 
Plus、GAM (Global Array 
Manager) 

NT バックアップツール 

ARCserve for Windows NT 
BackupExec 、 NetBackup 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS) 

ESMPRO/UPSController 
PowerChute plus 
(注）無停電電源装置により、使用す 
るソフトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

1〇〇 BASE-TX 接続ボード 

B 4680接続ボード 

ESMPRO/Netvisor 


サーバ管理 

Express サーバはシステム ボー ド上に標準でリソース監視チップを搭載しており、サーバに 
内蔵されている以下の各種リソースを監視します。これらのハードウェア機能と Express 
サーバ管理用ソフトウェア 「ESMPRO/ServerManager」、 「巳31\/^8〇/36〜6「八96巾」が連 
携し、サーバの稼動状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者へ通 
報します。 


監視対象 

機能 

CPU 

稼動監視機能、 CPU 負荷率の監視機能/高負荷の予防機能 

メモリ 

ECC メモリビットエラー検出/訂正機能、メモリ使用率の管理機能 

冷却ファン 

CPU ファン稼動状態の監視機能 

温度 

温度監視機能 

電圧 

電圧監視機能 

サーバ 電源 

電源スイッチ OFF によるシャットダウン機能、シャットダウン後の自 
動電源〇 FF 

オペレーティングシステム 

ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視機能 


■ I ； ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgen は、 Express サーバに標準で添付されて 
います。各ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参照 
- してくださし、。 
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ストレージ管理 


大容量のストレージデバイスを搭載 • 接続できる Express サーバを管理するために次の点に 
ついて留意しておきましょう。 

ディスク管理 

ハードディスクの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高めることに 
つながると言えます。 Express サーバが提供するディスクアレイコント□—ラ（オプション） 
およびディスクミラーリングコント□ーラ（オプション）を使用することにより、ディスクド 
ライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

ディスクアレイコント□ーラは搭載したハードディスクをディスクアレイ構成で運用 • 管理 
することができる PCI ボードです。ディスクアレイコント□ーラが提供する主な機能は次の 
とおりです。 


ディスクアレイコント 
□ーラの機能 

機能の概要 

RAID レペル* 

RAID 0、1、5、 6の各 RAID レベルをサポート 

オー トリビルド 

故障したハードディスクを新品のハードディスクに交換した後、残り 
のハードディスクのデータから故障したハードディスクが持っていた 
デー タを自動的に復元します。 


* RAID レベルは購入したディスクアレイコントローラによって異なります。 
詳しくはディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してくださし、 


ディスクアレイの設定は、 Express サーバのセットアップツール「シームレスセットアップ」 
で設定できます。より詳細な設定をするときは、ボードのチップに搭載されているコンフィ 
グラーシヨンユーティリティを使用してください。使用方法については、各ボードに添付の 
説明書を参照してください。 

運用中の管理 • 保守は Windows ベースのユーティリティ 「Power Console Plus 」 （ディスク 
アレイコント□—ラ ( IDE ) 用）または 「Global Array Manager ( GAM )」（ Mylex ディスクアレイ 
コントローラ用）を使用します。ユーティリティは、搭載したディスクアレイコントローラ 
のモデルによって異なります。 

その他、 Mylex ディスクアレイコントローラ用ソフトウェアとして、自動クリーンアップ 
|レ、卜| ッール 、 Array Recovery Tool ( ART ) も提供しています。 

AMI ディスクアレイコントローラ用 （ IDE ) 用ソフトウェアは Power Console Plus のみです。 
Power Console Plus は自動クリーンアップッールと一部同じ機能を持っています ( ART と同 
等の機能はありません）。 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent、Power Console Plus、Global Array 
Manager ( GAM ) 、自動クリーンアップツール、 ART は、 Express サーバに標準で添付され 
ています。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参照し 
てください。 
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ディ スクミラーリングコント□—ラは、 Express サーバに内蔵のハード ディ スク (IDE) を ディ 
スクアレイにするための PCI ボードです。 

ディスクアレイの RAIDO、 1の各 RAID レベルをサポートしています。 

ディスクミラーリングコント□ーラの制御や各種設定はコント□ーラに搭載されているコン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。詳しくは、ディスクミラーリングコント 
□ー ラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理 • 保守は Windows ベースのユーティリティ 「FastCheck」 を使用します。使用 
方法については、「ソフトウェア編」またはオンラインドキュメントを参照してください。 

バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバの夕'ウンに備え 
る最も基本的な対応です。 

Express サーバには、データバックアップ用の大容量記 
憶装置と自動パックアップのための各種ソフトウェアが 
用意されています。容量や転送スピード、バックアップ 
スケジュールの設定など、ご使用になる環境に合わせて 
利用してください。 

DAT 

高性能、大容量なろえ、標準規格 
としての互換性も備えており、広 
く利用されているバックアップメ 
ディア。小〜中規模システム向 
け。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 2000/Windows NT 標準のバックアップツール。 

単体パックアップ装置に単純なバックアップを行う時に使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
スケジュール運用可能。集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec (ペリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用可能。集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup (ペリタス社） 

異種ブラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現し 
た、 BackupExec の上位レベルバックアップツール。基幹業務な 
ど大規模システムまで対応。オープンファイルバックアップ、 
Disaster Recovery を標準サボート。 DB オンラインバックアップ 
などに対応可能。 


AIT 





導入編 
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BackupExec 


NetBackup 


電源管理 

商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひ 
とつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障 
などがシステムタ'ウンの要因となる場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商 
用電源の電圧が低下し始めると、自動的にバッテリから電源 
を供給。システムの停止を防ぎます。システム管理者は、そ 
の間にファイルの保存など、必要な処理を行ラことができま 
す。さらに電圧や電流の変動を抑え、電源装置の寿命を延ば 
して平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュール等によるサーバの自動 • 無人運転を実現することも 
できます。 

Express サーバでは、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart - UPS の2種類の 
無停電電源装置を提供しており、それぞれ ESMPR 〇 / UPSController、PowerChute p / us で 
管理 • 制御します。 



ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager . ESMPR 〇 / ServerAgent を使 
用することにより、 Express サーバに内蔵されている LAN 
カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができま 
す。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、 
ネットワーク全体の管理を行ラことができます。 


































































































導入にあたつて 

Express サーバを導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「Express サーバの 特長」 での 説明のと おり、 Express サーバでは 
運用管理 ■ 信頼性に関する多くのハードウェア機能や添付ソフ 
トウェアを備えています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハード 
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ 
うな運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要なハード 
ウェアおよびソフトウェアのインス I ル/設定を行ってくださ 
い。 


稼動状況 • 障害の監視、および保守 

Express サーバに標準で添付された 「 ESMPR 〇 / ServerManager 」、「 ESMPRO / 
36「ソ6「み96巾」を利用することによリ、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行 
い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

Express サーバを運用する際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 rESMPRO/ServerAgentJ 
を利用して、万一のトラブルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、 Express サーバに障害が発生した際に、 NEC フィールディング(株)がアラーム通報を 
受信して保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シ 
リーズの障害監視 • 保守を行ラことができます。 

「エクスプレス通報サービス」をご利用することもご検討ください。 



導入編 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時の状態を確認しましょう 

お買い求めになられた Express サーバを導入する前に、 Express サーバの出荷時の状態を確 
認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I -ール態について 

Express サーバでは、ご注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド • トゥ • 才ーダーにて Windows 2000インス1ルを指 
定された場合。 

未インストール 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド•トゥ•才ーダーによ 
る〇 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。15ページの説明に従ってセットアップを行ってください。 

• パーティション構成について 

Express サーバでは、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守 
用パーティション）が自動的に作成されます。 


0.M , 

空き領域 

オペレーティングシステム用パーティション 

プレインストールの場合、あらかじめ 2 GB の領域が設定されています。（カス 
タムインストールの場合は、お客様のオータ'によって異なります）。 

保守用ノ（ーティション(約1 6 MB ) 

Express サーバの保守ユーティリティで使用する共通モジュールが格納されています。ま 
た、 EXPRESSBUILDER でのセットアップ時に作業領域としても利用されます。オペレー 
ティングシステムからは 「 EISA ユーティリティ」、または 「 MAINTE _ P 」 の FAT パーティショ 
ンとして認識されます。 

PI ： 出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保守用パー 

r^TFI テイシヨンは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセツトアップをすると 

自動的に保守用パーティションを作成することができます。 
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セツトアツプの手順を確認しましょう 



システムを構築するにあたり、 Express サーバのセットアップは必要不可欠なポイントで 
す。 

Express サーバのセットアップを始める前にセットアップをどのよラな順序で進めるべきか 
十分に検討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、 Express サーバが提供するシステム全体の安定した運用と機能を十 
分に発揮できなくなります。 

1. 運用方針と障害対策の検討 

Express サーバのハードウェアが提供する機能や採用する才 
ペレーティングシステムによって運用方針やセキュリティ、 

障害への対策方法が異なります。 

「 Express サーバの特長 (2 ページ)」に示す Express サーバの 
ハードウェアやソフトウェアが提供する機能を十分に利用し 
たシステムを構築できるよう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会 
社、および弊社営業担当にご相談されることもひとつの手だ 
てです。 

2. ハードウェアのセットアップ 

Express サーバの電源を〇 N にできるまでのセッ 
トアップを確実に行います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状 
態にセットアップしてください。詳しくは、15 
ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプション 
の取り付けや設置、周辺機器の接続に加えて、 

内部的なパラメータのセットアップも含まれま 
す。ご使用になる環境に合わせたパラメータの 
設定はオペレーティングシステムや管理用ソフ 
トウェアと連携した機能を利用するために大切 
な手順のひとつです。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わった 
6、ハードディスクのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレーティン 
グシステムや管理用ソフトウェアのインス I -ールに進みます。 



導入編 
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< 初めてのセツトアップの場合> 


初めてのセットアップでは、お客様が注文の際 
に指定されたインス I ルの状態によってセッ 
トアップの方法が異なります。 

「カスタムインストール」を指定して購入された 
場合は、 Express サーバの電源を〇 N にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セット 
アップの途中で表示される画面のメッセージに 
従って必要事項を入力していけばセットアップ 
はします0 

「未インストール」にて購入された場合は、添付 
の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 が提供する 
自動セットアップ ユーテイリテイ 「シームレス 
セットアップ」を使用します。シームレスセッ 
トアップでは、はじめにセットアップに必要な 
情報を選択 • 入力するだけであとの作業はシー 
ムレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

く再セツトアップの場合> 




シームレスセツトアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセツトアップ 
が代わって行ってくれます。 


[インス I ルする 0 S によってシームレスセツトアップの手順が少しだけ変わります] 


本装置がサボートしている〇 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降 、 「Windows 2 〇〇〇」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版(以降 、 「Windows NT 4.0」と呼ぶ') 

その他の〇 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店、または保守サービス会社に 
お問い合わせください。 


「Windows 20〇〇」と 「Windows NT 4.0」では、 Express サーバ固有のセットアップ(〇 S 
を除く）をシームレスセットアップが代わりに行ってくれます。セットアップでは、シー 
ムレスセットアップを利用することをお勧めします。 

4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows 2000に関するセットアップについては16ページを、 
Windows NT 4.0 に関するセットアップについては35ページをご覧ください。 

5. 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出荷時にインストール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、 Express サーバと同じネットワーク上にある管理 PC にインス!-ールし、 
Express サーバを管理 • 監視できるソフトウェアもあります。併せてインス I -ールして 
ください。詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 































各運用管理機能を利用するにあたって 


Express サーバで障害監視などの運用管理を行うには、 Express サーバに添付された 
ESMPR 〇 / ServerAgent 、 ESMPRO / ServerManager ,または別売の同ソフトウェアが必 
要となります。 

この後で説明するセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書(別売の場合)に従って各 
ソフトウェアのインストール、および必要な設定を行ってください。 


* 管理 PC は Express サー 
パで代用できます。 


各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

サーノ（管理機能を利用するにあたって 

サーバの各コンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク / CPU ファン）の使用状況の監視やオペ 

レーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては E SMPRO / 

ServerManager , ESMPR 〇 / ServerAgent でしきい値などの設定が必要になります。詳細 

は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

ESMPR 〇 / ServerAgent に加えて次のソフトウェアが必要です。 

• ディスクアレイ （ IDE ) システムを使用する場合 

- Power Console Plus をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」 
の 「Power Console Plus (サーバ)」の説明に従って Power Console Plus (サーバ）を 
インストールしてください。 

— Mylex ディスクアレイシステム用の Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアッ 
プツールは動作しませんが、自動クリーンアップツールと同様の目的の機能が 
Power Console Plus の機能の一部として提供されています。ディスクアレイシス 
テム ( IDE ) を構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるためにも、本機能 
も併用されることをお勧めします（オンラインドキュメント 「Power Console Plus 
ユーザーズマニュアル」の「定期的なチェックコンシステンシの実施」を参照してく 
ださい）。 

• Mylex ディスクアレイシステムを使用する場合 

- GAM ドライバ 、 GAM Server をインストールしておく必要があります。「ソフトウェ 
ア編」の 「Global Array Manager ( GAM )」 の説明に従って GAM ドライバ 、 GAM 
Server をインストールしてください 0 

- Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアップツールを併用することにより、 
さらに、ディスク稼働率や予防保守性を高めることができます。 Mylex 製ディスクア 
レイシステムを構築する際は、 ART や自動クリーンアップツールも一緒にご利用さ 
れることをお勧めします。 
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• ディスクミラーリングコント□ーラを使用する場合 

FastCheck をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」の 「 FastCheck 」 
の説明に従ってインス I -ールやセットアップをしてください。 

• バックアップファイルシステムを使用する場合 

DAT 装置を使用する場合は、クリーニングテープを使っ 
て定期的にへッドを清掃するよう心がけてください。 

へッ ドの汚れは データの 読み書き エラーの 原因となり、 

データを正しくバックアップ/リストアできなくなりま 
す。テープドライブやテープの状態を監視する「テープ監 
視ツール」を使用することをお勧めします。テープ監視 
ツールについては r ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 ( ups ) を利用するには、専用の制御用 
ソフトウェア （ ESMPR 〇 /UPSCont roller 、 

PowerChute p / as ) または、オペレーティングシステ 
ム標準の UPS サービスのセットアップが必要です。 

• 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには BIOS の設定が必要です。「システム BIOS (103 ページ)」を参照して、電源連 
動機能 ( AC - LINK ) の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 














お客様登録 


NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくが、または Club 
Express のインターネットホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 


n ファイル©驪集 ( 旦）表示を）お気に入りがツ - ル®ヘルプ(也 


a a I 翁 逆 ❹ 

戻る 進む 中止 更新ホーム 検索お気に入り履歴 

B ， 暴 

メール 印刷 

J アドレス®) | 巷 ] Mtp://acc.express.nec.co.jp/Main/main.asp 

▼ j 夕移動リンクイ 





Express580 ◦シリーズ (1 00/600/50シリーズ)をご利用のお客様を対象に様々 
な特典をご提供する登録制の会員サービス 「Club Express」 が新しくなりまし 
すこ。 

參会員登録済みの方は ■ 

登錄内容の変更、ご購入いただいた製品の一覧や新規登錄、お問合せはこちら 
からぉ願い致します。 

Club Express Login 


參初めての会員登録の方は… 

E X press5800(100/6 ⑴/50シリーズ)のご購入を検討されているお客紙しくはご購 
入されてし、るお客様を対象に、各種サービスや下記特典をご提供致します。 

会員登錄いただくと、会員 ID とノ U ワードを発行し、次回以降はその ID でサービス 
させて l 、ただきます。是非この機会にご登録をあ m 、致します。 

新規合録 


_ ClubExpress 会員番号「580**. . .」をお持ちの方は… 

2000年8月以前に ClubExpress 会員登錄された方は、会員 ID が変更となりました。 
お手数ですが以下から会員 ID 変更手続きをお願い致します。 

ClubExqress 会目‘の更新 


Z\ 




«インターネット 


「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 


セツトアップの順序と参照するページを説明します。セツトアップはハードウエアから始めます。 


ビルド•トゥ•才ーダーにて Windows 
emm 2000インス i -ールを指定した場合は 
Express サーノ（本体に Windows 
2000のプ□ダクトキーが記載された 
ID ラベルが貼りつけられています。 
Windows 2000のセットアップや再 
インス I -ール時に必ず必要な情報で 
す。剥がしたり汚したりしないよう注 
意してください。もし剥がれたり汚れ 
たりして見えなくなった場合はお買い 
求めの販売店または保守サービス会社 
に連絡してください。あらかじめプロ 
ダクトキーの番号をメモし、他の添付 
品といっしよにメモを保管されること 
をお勧めします。 


/ 

Windows 2000 Server 



’ Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

11111111 

, 〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 ノ 




次の順序でハードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入されたオプションのメモリやボード、デバイスを取り付ける。 （—75 ページ） 

2. Express サーバを使用するのに最も適した場所(環境）に設置する。 （—59 ページ） 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバに接続する。 （—62 ペー 
ジ） 

4. 添付の電源コードを Express サーバと電源コンセントに接続する。 （—62 ページ） 

5. Express サーバの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

105ページに示す設定例を参考にしてください。 

使用する OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ•アンド • 
プレイをサボートするかどうかなどの項目もあります。また、日付や時間が正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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はい 


いいえ 


障害処理のためのセット 
アップ (Windows 2000) 

29ぺージ 

障害処理のためのセット 
アップ (WindowsNT 4.0) 

46ぺージ 



セツトアップ完了 


シームレスセットアップを使用しない 
0 S のインス I -ールについては添付の 
CD - ROM 「 EXPRESSBUILDR 」 に 
格納されているオンラインドキユメン 
卜を参照してください。 



ハードウェアのセットアップを完了した6、お使いになるオペレーティングシステムに合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インス I ''ールの際にも参照してください。 


スタ—卜 


八ードウエアのセットアップ 14ページ 


購入後、初めてのセットアップですか？ 





システムのセツトアツ 


導入編 
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Windows 2000のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ•才ータ'—」にて「カスタムインストール」を指定して購入された Express サー 
パのハードディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティシヨンの設定から、〇 S 、 
Express サーバが提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 
めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセツトアップをする場合は、「シームレスセツトアップ」 

を参照してください。 


セツトアツプをはじめる前に〜購入時の状態について〜 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

Express サーバのハードウェア構成(ハードディ 
スクのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクにインス I -ールされているソフトウェア 
の構成は、購入前のお客様による才ータ'一（ビル 
ド•トゥ • オーダー）によって異なります。 

右図は、標準的な Express サーバのハードデ イス 
クの構成について図解しています。 


セツトアップの手順 



八ードディスク 


空きエリア 

Microsoft Windows 
2000 

保守用パーティション 
(約 16 MB ) 


次の手順で Express サーバを起動して、セツトアップをします。 


1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]ボタンをクリックする。 

以降、使用者名やプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 
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4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

5. [完了]ボタンをクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

6 . 再起動後、システムにログオンする。 

7. 29ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

8 . 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Console Plus * 

• Global Array Manager Server * 

• Global Array Manager Client * 

• 自動クリーンアップツール* 

• Array RecoveryTool 

• FastCheck * 

• 巳31\/^闩〇/1^5(：〇门1:「〇116「(本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

• PowerChute plus 〔本ソフ トウェアを購入された場合のみ)* 

上記のソフトウェアで P 」 印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用パ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

9. 33ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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シームレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


「シームレスセットアップ」とは、ハードウェ 
アの内部的なパラメータや状態の設定から 
OS (Windows 2000 - Windows NT 4.0) 、 
各種ユーティリティのインストールまでを添 
付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使っ 
て切れ目なく（シームレスで)セットアップで 
きる Exp 「 ess 58 〇〇シリーズ独自のセット 
アップ方法です。ハードディスクを購入時の 
状態と異なるパーティション設定で使用する 
場合や〇 S を再インストールする場合は、 
シームレスセットアップを使用してくださ 
い。煩雑なセツトアップをこの機能が代わつ 
て行います。 



シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのこと 
を「セットアップパラメータ FD 」 と呼びます。 

■： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設定.選択する情 

[ppi 報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シー厶レスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設定の状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シー厶レスセットアップの間 
に入力や選択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シー厶レスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバの他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51以降 
または Windows XP / 2000で動作しているコンピュータがお手元にある場合は、 
ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアツプ情報を編集しておくことをお勧めし 
ます。 


ExpressPicnic を使ったセツトアップパラメータ FD の作成方法については、146ページ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

os のインス I -ールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている〇 S について 

本装置がサポートしている〇 S は Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降、 
「Windows 2000」と呼ぶ)です。 

Windows NT 4.0 については、この後の項を参照してください。その他の OS をインス! 

ルするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、200ページの「オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインストール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


Windows 2000につし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついて注意してください。 

M -0 • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 

( BIOS やオプションポードの設定)をすベて完了させてください。 

• NEC が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明 
書が添付されていますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
ください。 

春シームレスセットアップを完了した後に29ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているポリユーム への インストールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インストール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときに M ◦装置を接続したまま作業を行うと、インス 
I -ールに失敗することがあります。 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してく 
ださい。 

ハードディスクの接続について 

〇 S をインストールするハードディスクを接続している SCSI コント□ーラ以外の SCSI コント 
□ーラにハードディスクを接続する場合は、〇 S をインス!-ールした後から行ってください。 


導入編 
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ディスクアレイコント□—ラポードが搭載されている場合について 

• シームレスセットアップをする前に、ディスクアレイ BIOS セットアップユーティリティ 
を起動してアレイディスクの構成を設定しておいてください。アレイディスク構成の詳 
細な説明については、オプションに添付の説明書を参照してください。 

• LAN コンソールリタ'イレクション機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効 
にしてください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効にしてくだ 
さい。 

作成する パー テイシヨンサイズについて 


システムをインス I -ールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

1〇〇 0 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

1 〇〇〇 MB =インストールに必要なサイズ 

ベージングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

n-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合があります。 

• 搭載メモリサイズが2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズは、最大で 
「2048 MB +12 MB 」 です。 


例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 

1000 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) - 2292 MB 
となります。 

■： シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティションサイズは以 
U >7 ri 下のように計算してください。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティションサイズ」もしくは 「2000 MB 」 のうち、どちらか大き 
い方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「前述の必要最小限のパーテイシヨンサイズ + 850 MB 」 もしくは 「4095 MB 」 のうち、ど 
ちらか大きい方 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I ^ールについて 

夕'イナミックディスクへアップグレードしたハードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に格納されてし、 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server インストレーションサプリ 
メントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーションサプリメントガイドにも夕'イナミックディスクへのインストールに関す 
る注意事項が記載されています。 

ディスク構成について （『MAINTE PJ と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 



「 MAINTE _ P 」 

構成情報やユーティリティを保存 
するための保守用パーティション 
です。削除しないでください。 


Service Pack の適用について 

Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され 
ている Service Pack 以降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を確 
かめた上で使用してください。 

[NEC Express 5800 58番街] http :// express 5800. com / 

その他 

装置に 「Windows 2000 RUR 2 対応 (Service Pack 2) 差分 FD 」 および 「Windows 2000 
RUR 2 対応 (Service Pack 2) インストール手順書」が添付されている場合がありますが、本 
差分 FD および手順書はご使用にならないでください。破棄するか、装置に添付されている 
他の媒体と異なった場所に保管してください。万一、ご使用になられても次のようなメッ 
セージが表示され、セットアップは続行できません。 


セットアップメッセージ 

この Windows RUR は、この装置には対応していません。 
ご使用の装置を確認してください。 


導入編 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る M 注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ No * インストール方法を選択する 


Yes 


フロッピーディスクをセツトする 


確認 




、 再起動後、インストール終了〉 


J :入力や選択が必要な作業 
D ： 自動的に作業が進む内容 


※ l ディスクアレイコント□ーラが搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「 RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

※2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 MB フォーマッ 
卜済みのフロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピー 
ディスクを1枚用意してください。 


システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行ってください。 

Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワークア 
ダプタなどのドライバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してく 
ださい。 


1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD - ROM ドライプに CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」をセツトする。 

3. CD - R 〇 M をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを押す）が、電源を 
0 FF /0 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 


4. 表示言語を選択する。 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、言語選択メニューが現れます。この 
選択結果により使用するキーボードも自 
動的に設定されます。なお、このメ 
ニューは、1度設定を行うと以降は表示 
されません。 

しばらくすると 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」が表示されます。 

5. [シームレスセツトアップ]をクリックす 

句〇 

「お願い」が表示されます。 


f Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2002 


[BS 吾選択] 
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6 . 記載内容をよく読んでから[確認]ボタン 
をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 

7. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ□ッ 
ピーディスクドライプにセットし、[確 
認]ボタンをクリックする。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をパックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧 B 寺に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーティリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


[確認 I 


「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 MB のフォーマット済みフロッ 
ピーディスク（プランクディスク）をフロッピーディスクドライプにセツトし、[確認]ボタンを 
クリックしてください。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インス!ルに使用するセットアップ情報ファイル 
名を選択する。 

選択されたセットアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 以前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフロッピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

© 確認する場合は[確認]ボタンを、確認せずにそのままインストールを行う場合は、[スキッア] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリック — 手順8へ進む 
[スキツア]ボタンをクリック — 手順9へ進む 



[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

( D ファイル名を入力する。 


[オペレーティンク'システムインストールメニュー] 
が表示されます。リストには、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されます。 



③リストボックスがら [Windows 
2〇〇 0] を選択する。 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver 3. xxx-x Copyright ( C ) NEC Corporation 2002 


[ オペレーティングシステムインストールメニュー 



その他 

戻る 



ーセットアッア情報の入力/確認 
テ 'V スクアレイ]ンフイグレ-シヨン 
各種ユ■ティリティのインストル 


システムコ:ィグレ■シヨ:/ 


ハ 。 ■ティシヨンのフォ■マット 
NECt / ユ■ルの]ヒ。- 
OS CD - ROM の:1ヒ°_ 
自動セット7ッアの開始 
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8 . 〇 S のインス!-ール中に設定する内容を確 
認する。 


Express サーバ本体にディスクアレイコ 
ントローラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。 「 RAID の作成」が「既存 RAID を 
使用する」に設定されていることを確認 
し、[次へ]ボタンをクリックしてくださ 
い。 


次に、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]ボタンをクリックして 
ください(画面中の「対象マシン」は機種に 
よって表示が異なります。） 


以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルア ] ボタンをクリックして設定を確認 
しながら画面を進めてください。設定内 
容は必要に応じて修正してください。 


w-OB 

• 0 S をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフォーマツトされ、すべてなくなりま 
す。それ以外のパーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーテイシヨンが用 
意されている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1パーティション 

く保守用パーティション〉 

第2パーティション 

第3パーティション 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インストールすることはできません (21 ページ参照)。「パーティションの使用方 
法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で「新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域以上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に2000 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るパーティション以外(保守領域を除く）にノ V ° —ティションが存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインストールします。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

く次ページへ続く〉 


欠 D 設定] Myl 软 T 


ア W テ、伽設定 

丨する 丨 

RAID の作成 

1既存 RAID を使用する 1 

接続テ''イスりの!-灿数 


心りを構成 r るテ''イス嫩 


W ツクを構成する RAID 


ラ m 屮の設定 


ラ仆トドの租^ 



|再讀込丨丨次へ|丨| 


<表示例> 



[再読込][次へ] [• j 


導入編 


25 































































w-OB^ 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければならない 
場合もあります。 

• セットアップの途中で、 Windows 2000をインス!-ールするパーティションを設定する 
画面が表示されます。このとき表示される先頭にある 16MB の領域は、 Express 5800シ 
U ーズ特有の構成情報や専用のユーティリティを保存するために使用されるノ V° —ティション 
です。この領域の削除は推奨しませんが、 16MB の領域を確保させたくない場合は、マ 
ニユア ルセツトアップでインス!-ールを 行って ください。シームレスセツトアップでは削除 
できません。 


參 [NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の選択画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設定はシーム 
レスセットアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

9. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

10. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


「大容量記憶装置用 OEM - FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I OK I 「終了 I 


追加するアプリケーションのインストール 
媒体を CD - ROM またはフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I okI | 終了 1 


1 1. メッセージに従って CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライブとフロッピーディスクドライプから取り出し 、 Windows 2000 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドラ 
イプにセツトする。 

[ソフトウ I ア使用許諾契約]画面が表示されます。 
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ソフ Wl ア使用許諾契約 


12. よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]ボタンをクリックするか、 <F8> 
キーを押す。同意しない場合は、[同意し 
ません]ボタンをクリックするか、 <F3> 
キーを押す。 


同意しないと、セツトアップは終了し、 Windows 2000はインス!-ールされません。 


13. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

① メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフロッピーディスクドライプから取り出 
し、 Windows 2000 CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプから取り出す。 

② メッセージに従って Windows 2◦〇〇 Service Pack 1以降の CD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドライプに 
セットする。 

Windows 2◦◦◦と指定したアプリケーションは自動的にインスI''―ルされ、システムにログオン 
します。 

14. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備の1つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。 

①スタートメニューから[設定]をポイントし[ネットワークとダイヤルアップ接続]をクリックす 
る0 

[ネットワークとダイヤルアップ接続]ダイアログボックスが表示されます。 

© [ローカルエリア接続]アイコンを右クリックし、ポップアップメニューから[プロパティ]を 
クリックする。 

[□一カルエリア接続のプ□パティ ] ダイアログボックスが表示されます。 

(3) [構成]ボタンをクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティダイア□ク'ボックスが表示されます。 

④ [詳細設定]タブをクリックし、 [Link Speed/Duplex Mode] を HUB の設定値と同じ値に設定す 
る0 

⑤ ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[〇 K] ボタンをクリックする。 

⑥ [口ーカルエリア接続のプロパティ]ダイアログボックスの[〇 K] ボタンをクリックする。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続]から□一カルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。 

サー ビスの追加にて、[ネットワーク モニタ] を追加することをお勧めします。[ネットワーク モ 
二 夕]は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ丨を参照してください。 


次の使用許諾契約をお読みください。 
PageDown キ-を使ってスクロ-ルしてくださし、。 


Windows 2000のライセンスに同意されますか？ 

[同意しません]を選ぶとセツトアツアを中止します。 

Windows 2000をインストルするには、この契約への同意が必要です。 

I同意します1 丨同意しません 
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15. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライバをアップデートする。 

オプションのグラフ ィッ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

① CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

(£) スタートメニューの[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をク 
リックする。 

© 「く CD - R 〇 M のドライブレター〉: ¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内の 「 SETUP . EXE 」 ア 
イコンをダプルクリックする。 

④ メッセージに従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署名が見つかりません」というメッセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インストールを続けてください。 

⑤ CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り出し、画面の指示に従ってシ 
ステムを再起動する。 

16. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

17. 29ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

18. 33ベージを参照してシステム情報のノ，ソクアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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P 章害処理のためのセツトアップ 


障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるよラに、あらかじめ次のよラな 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

1-〇 メモリダンプの注意 

_ • メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 

設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 

[コン ト ロー ルパネル]ダイア ロ グボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]ボタンをクリックする。 


全股丨ネ9トワ-ウ ID 丨ハ-ドウ I ァ丨2-ザ-ブ 
「パフォーマンスー 

a , パフォーマンスオプションは、コンピュー 
シヨン©メモリの使い方を管理しま言。 


-UisJ 

: | J 

! の^^^ yi 苑ァブリト 


I ；八フォ-心; u ブシ3ン史） 




琛堆変数は、特定の種類の借報の検索先を指定します。 

琮墳変数 (£> … I 




择4激靈、層と コンピユ ，纏エラ， 発生 


した塌合の処理方法を指定します。 


キャンセル」 適用⑻ 
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5. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライプに 「 MEM 〇 RY . DMP 」という 
ファイル名で書き込む場合> 


D:¥MEMORY.DMP 


w-OIM 

• デバッグ情報の書き込みは[カーネルメモリダンプ]を指定することを推奨します。 

• Express サーバに搭載しているメモリ容量 +12MB 以上の空き容量のあるドライブを指定 
してください。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量の確認を行ってください。なお、搭 
載メモリサイズが 2GB 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となりま 
す。空き容量は [2048MB+12MB」 を目安にしてください。 


6 . [パフォーマンスオプション]ボタンをクリックする。 

7. [仮想メモリ]ダイアログボックスの[変更]ボタンをクリックする。 

8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値以上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 

w-OBM 

• 必ず 0 S パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合があります。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて (20 ページ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを押し、正常にダンプが採取できることの確認 
を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [〇 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 
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ワトソン博士の設定 


ダンプシンボルテープル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存のログファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6. [〇 K] ボタンをクリックする。 


Windows 200〇ワトソン博士はアプリケーションエラー用のテパッカです。アフリケーショ 
ンエラーを検出すると Express サーバを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を 
採取できるよラ次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2. [名前]ボックスに 「drwtsn32.exe」 と入力 
し、[〇 K] ボタンをクリックする。 

[Windows 2〇〇〇ワトソン博士]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 


ファイル名を指定して実行 


n 

名前©: 


獲 


JlJSl 

I ケーション名、または閉きたいフォルタやドキュメント 


入万し機 C 、; 


dmtsn32.exe! 


キャンセル参照迫 x .. J 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「DRWTSN3ZLOG」 というファイル名で 
保存されます。 


^ Windows 2000 ワトソン博士 


I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラツ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

句 〇 


響 一 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 



|s¥AII Users¥ Docu ments¥ Dr Watson 
|C：¥Documents and Settings¥All Us 


ファ 

インストラクションの数 < P : 
保存するエラー数⑽： 


? x 

参照(旦) 

参照 ( Q )... J 


|1〇 


，今-,， シン#ルテ-力い諷1 
R すべてのスレッドコンテキスト有|ンプ ( A ) 
W 既存のロヴファイルに追加(£)| 

「处セージボックスによる通知, 
r 音(こよる通知⑤ 
w クラッシュタンブファイルの ry 



5. 「オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネツトワークモニタのインス I -ール 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインスI-ールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コント□—ルパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]ボタンをクリック 
する。 

5 . ディスウの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - R 〇 M を CD-ROM 
ドライプにセットして[〇 K ] ボタンをクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]ボタンをクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]ボタンをクリックする。 

8. [コント□—ルパネル]ダイアログボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]—[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 には、本装置監視用の 「ESMPRO/Se「ve「Agent_te' 
よび Express サーバ • ワークステーション管理用の旧81\/^1^〇/36「ソ6「1\/13门396「」などが収録 
されています。 ESMPR 〇 /ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!'■'一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
卜ールしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインスI-ールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあります。詳し 
[ pp 1 ] くは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 
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システムのアップデート〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 
• 修復プロセスを使用してシステムを修復した場合 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など） 

で、システムに□グインした後、 CD-ROM 
「EXPRESSBUILDER」 を Express サーバの CD-ROM 
ドライブにセットしてください。 

表示された画面「マスターコントロールメニュー」の[ソ 
フトウェアのセットアップ]を左クリックし、メニュー 
から[システムのアップデート]をクリックすると起動 
します。以降は画面に表示されるメッセージに従って 
処理を進め、 Service Pack を適用してください。 

システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \ックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を Express サーバの CD - R 〇 M ドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER がら起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順については、オンライン 
ドキュメントの 「Microsoft Windows 2000 Server インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 

Microsoft Windows 2000 Server 日本語版をセットアップする場合は、シームレスセット 
アップを使うことを強くお勧めします。詳しくは18ページの説明をご覧ください。 

-サボートディスクを用意してください- 

ここで説明する「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサボートディスクが必要です。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows 2000 のインス 
トールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

3. Express サーバの CD - ROM ドライブに添付の CD - ROM 「 EXPRESSBULDER 」 をセットする。 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)が、電源を OFF / 
〇 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

6 . [サボートディスク作成メニュー]から [Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 

を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプロテクトをし、ラ 
ペルを貼って大切に保管してください。 

Express サーバの他に Windows 2000,または 
Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動 
作するコンピュータをお持ちの場合は、添付の 
CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - R 〇 M ド 
ライブにセットすると表示される「マスターコン 
卜□—ルメニュー」から Windows 2000 OEM - 
DISK for EXPRESSBUILDER を作成することも 
できます。 
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Windows NT 4.0 のセットアップ 

ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows NT 4.0やシステムのセットアップをします。再 
インス I ^ールの際にも参照してください。 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使って Express サーバをセットアッ 
プします。 

「シームレスセツトアップ」に関する説明やヒントは18ページを参照してください。 


OS のインストールについて 

〇 s のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている OS について 

本装置がサポートしている〇 S は Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版(以降、 
「Windows NT 4.0」と呼ぶ')です。 

Windows 2000については、この前の項を参照してください。その他の 0 S をインストール 
するときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、149ページの r オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインストール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


Windows NT 4.0 について 

Windows NT Server 4.0 日本語版 (Windows NT 4.0) は、シームレスセットアップですべ 
てインストールできます。ただし、次の点について注意してください。 
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インス!-ールを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
(BIOS やオプションポードの設定)をすベて完了させてください。 


春 NEC が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!-ールに関する説明 
書が添付されていますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
ください。 

• Service Pack について 

シームレスセットアップでは 「Service Pack 5」以降を適用することができます。 
Service Pack 5より前のバージヨンを適用したい場合は、セットアップ情報フアイ 
ルの作成時に「サービスパックの適用」の項目で「しない」を選択してセットアップを行 
し、、 Windows NT 4.0の起動後に、51ページを参照して「システムのアップデート」 
を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する場合は、お客 
様で CD-ROM を用意してください。） 

參シームレスセットアップを完了した後に46ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 

• 複数枚ネットワークアダプタを装着している場合、アダプタごとの IP アドレスは、 0S 
の起動後に設定してください。 


M 0 装置について 

インストール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されません。 M 〇装置を外してインス I -ールを最初からやり直して 
ください。 

搭載メモリについて 

3 GB を超えるメモリを搭載した Exp 「 ess 58 〇〇には Windows NT 4.0 をインストールできま 
せん。 


いったんメモリを取り外して 3 GB 以下にしてからインストールしてください。 

搭載しているメモリの容量は電源を〇 N にした後、画面に表示されるメモリチェックのカウ 
ンタなどで確認してください。 


ディスク構成について 


■「 EISA ユーティリティ」と表示された領域について 

ディスク領域に、 「 EISA ユーティリティ」という領域が表示される場合があります。 
構成情報やユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しない 
でください。 



最初のパーティション 
構成情報やユーティリティを保存 
するための保守用パーティション 
です。削除しないでください。 


2つ目のパーテイシヨン 
存在しない場合もあります。存在 
する場合は、削除しても問題あり 
ません。 
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■ その他 

-〇 S をインストールするハードディスクを接続している SCSI コント□ーラ以外の 
SCSI コント□ーラにハードディスクを接続する場合は、〇 S をインストールした 
後から行ってください。 

-ディスクアドミニストレータを使用してミラー化されているパーティシヨンにイ 
ンストールする場合は、インストールの実彳了前にミラー化を無効にして、イン 
スール完了後に再度ミラー化してください。 

■ I : ミラー化あるいはミラーの解除は、ディスクアドミニストレータの[フォールト 

L ド vjT I トレランス]メニューから行えます。 


—ルータを越えたプライマリドメインコント□ーラのバックアップドメインコン 
トローラを作成する場合は、シームレスセットアップではなくマニュアルセット 
アップでインストールしてください。 

ディスクアレイコント□ーラポードが搭載されている場合について 

• シームレスセットアップをする前に、ディスクアレイ BIOS セットアップユーティリティ 
を起動してアレイディスクの構成を設定しておいてください。アレイディスク構成の詳 
細な説明については、オプションに添付の説明書を参照してください。 

• LAN コンソールリタ'イレクション機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効 
にしてください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効にしてくだ 
さい。 

作成するバーティシヨンサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

200 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

200 MB =インス I -ールに必要なサイズ 

ベージングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ+ 12 MB 
ダンプファイルサイズ(推奨） =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

I n-0 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために最低限必要なサ 
眉^ イズです。「推奨」値以上の値を設定してください。ページングファイルサイズの初期サイ 
ズを「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できません。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 

2〇〇 MB + (512 MB + 12 MB ) + (512 MB + 12 MB ) 二 1248 MB 
となります。 
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セツトアップの流れ 


再起動後、 


インス 


卜ール終了） 


:入力や選択が必要な作業 
:自動的に作業が進む内容 




ディスクアレイコント□ーラが搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「 RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 

オプションのグラフ ィッ クスアクセラレータポードを搭載しているときのみ。 

インス I -ール中に Update 媒体の適用を指定したときのみ。 






※斗 


■> トウェア使用許諾契約に同意する j 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



グラフイツクスアクセラレータドライパ I 
をインス!-ールする I 


Windows NT CD-ROM のコピー 


自動インストール 

I 

自動□グオン 


インストール方法を選択する 


ディスクアレイのコンフィグレーション ※l 

I 

再起動 

I 

保守用ノ （ ーティションの作成 

I 

再起動 

I 

各撞ユーティリティのインストール 

再寺動※2 

OS パーティションの作成 

I 

再起動 

I 

OS パーティションのフォーマツト 

I 

NEC モジュールのコピー 

I 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


12 3 4 

※ ※※ 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 MB フォーマッ 
卜済みのフロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピー 
ディスクを1枚用意してください。 


Windows NT 4.0をインスI-ールする場合について 

• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行ってください。 

• Windows NT4.0 の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワーク 
アダプタドライバの変更または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows NT 4.0 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を 
参照してください。 

• Service Pack について 

シームレスセットアップでは 「Service Pack 5」以降を適用することができます。 
Service Pack 5より前のバージヨンを適用したい場合は、セットアップ情報フアイ 
ルの作成時に「サービスパックの適用」の項目で「しない」を選択してセットアップを行 
し、、 Windows NT 4.0 の起動後に、51ページを参照して「システムのアップデート」 
を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する場合は、お客 
様で CD-ROM を用意してください。） 


1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD - ROM ドライプに CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」をセツトする。 

3. CD - R 〇 M をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
0 FF /0 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 


4. 表示言語を選択する。 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、言語選択メニューが現れます。この 
選択結果により使用するキーボードも自 
動的に設定されます。なお、このメ 
ニューは、1度設定を行うと以降は表示 
されません。 

しばらくすると 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」が表示されます。 


f Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2002 


[BS 吾選択] 


■ = B 蘇— 

英語 
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5. [シームレスセツトアップ]をクリックす 
る。 


「お願い」が表示されます。 


6 . 記載内容をよく読んでがら[確認]ボタン 
をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をノ （ ックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


[確認1 



7. 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライブにセットし、[確認]ボタンをクリッ 
クする。 

IチェックI 

「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、空の 1.44 MB のフォーマット済みフ 
□ツビーディスクをフロッピーディスクドライプにセツトし、[確認]ボタンをクリックしてく 
ださい。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インス!ルに使用するセットアップ情報ファイル 
名を選択する。 

IチェックI 

選択されたセットアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 以前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフロッピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

© 確認する場合は[確認]ボタンを、確認せずにそのままインストールを行う場合は、[スキッア] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリック—手順8へ進む 
[スキツア]ボタンをクリック—手順9へ進む 
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[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分たム 11 、"ム 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

© ファイル名を入力する。 

[オペレーテイングシステムインストー儿 
が表示されます。 


(3) リストボックスからインストールす 
る [ WindowsNT ] を選択する。 


8. 〇 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体にディスクアレイコ 
ント□ーラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。 「 RAID の作成」が「既存 RAID を 
使用する」に設定されていることを確認 
し、[次へ]ボタンをクリックしてくださ 
い。 


次に、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]ボタンをクリックして 
ください。以降、画面に表示される[次 
へ]、[戻る]、[ヘルア]ボタンをクリックし 
て設定を確認しながら画面を進めてくだ 
さい(画面中の「対象マシン」は機種によっ 
て表示が異なります)。設定内容は必要に 
応じて修正してください。 




メメニユ ー] 



Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2002 



[作業手順] 

—セットァッァ情報の入力/確認 
ディスクアレイコンフィグレ-シヨン 
各種:!-ティリティのィンストル 
システム]ンフィグレ-シヨン 
ハ。■ティシヨンの作成 
ハ。 -j ィシヨンのフォ■マット 
NEC モシ、、ユ-ルの]ヒ。- 
OS CD-ROM の]ヒ。- 
自動セツげツアの開始 



[7 W テ''イス to 設定] Mylex. 

7 ィ又クル P ン印イ 



ア W テ''イスりの設定 

丨する 丨 

RAID の作成 

1 既存 RAID を使用する 1 

接続テ''イ )1 りの!-灿数 

卜 1 

りを構成する厂イス嫩 

| … | 

パ°ツりを構成する RAID 

| ••• | 

ラ m 十、の設定 

1… 1 

ラ仆トト、、の纖 

1… 1 

|再15?込丨|次へ|丨4フ° | 
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OS をインストールするパーティションは必要最小限以上のサイズを確保してください。 


• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフォーマツトされ、すべてなくなりま 
す。それ以外のノ〈ーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用ノ v° —テイシヨンが用 
意されている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1パーティション 

く 保守用パーティション〉 

第2パーティション 

第3パーティション 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければならない 
場合もあります。 

• 4GB を超えるパーティションサイズを指定したとき、 「Service Pack 5」以降は必須で 
す。この場合、 Windows NT を起動後もアンインストールできません。また、[ユーザ情 
報]画面の[会社名]は必ず入力してください。 


一 E12E] 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の選択画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コンビュータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設定はシー厶 
レスセットアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

9. ディスクアレイシステムを構築する。 

手順8の[アレイディスクの設定]画面で設定した内容に従ってディスクアレイシステムを構築し 
ます。ディスクアレイコント□—ラボードを検出できなかったときや、ディスクアレイシステム 
を構築する設定をしなかったときは、次のステップへ進みます。 

ディスクアレイシステムは次の手順で自動的に構築されます。 

① RAID レベルを自動で設定します。 

© システムドライプを初期化します。 

w-Oi® 

オート設定 (RA 旧レベルの自動設定)では、 SCSI データ転送パラメータを設定しません。変更 
する必要があるときは、「ツール」の「ディスクアレイのコンフィグレーション」で設定してくだ 
さい0 
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10. 保守用パーティションを作成する。 


保守用パーティションは次の手順で自動的に作成されます。 

すでに保守用パーティションが存在する場合、保守用パーティションの作成はスキップします。 

①保守用パーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 

© 保守用パーティションをフォーマットします。 

(D 保守用の各種ユーティリティをインス!ルします。終了後、自動的に再起動します。 

く手順7 [ブランクディスクをセットした場合]の③で[その他]を選択した場合は以上でシームレス 
セットアップを終了します。以降は、添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 にある 
「Microsoft Windows NT 4.0 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して才 
ペレーティングシステムをインストールしてください。 [ WindowsNT ] を選択した場合は、この 
後の手順を続けてください。> 


〇 S 領域を作成する。 

0S 領域は次の手順で自動的に作成されます。 

①〇 S 用のパーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 




[N EC 基本情報]画面の「ハ° -ティシヨンの使用方法」メニューで「既存ハ° -ティシヨンを使用する」を選択して 
いた場合、パーティションの作成は行いません。 


© 〇 S 用パーテイシヨンをフォーマットします。 


「犬容量記憶装置用 0 EM - FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I °K I 「終了 I 


12. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフロッピーディスク 
をフロッピーディスクドライブにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

13. Update 媒体のモジュールをコピーする。 

メッセージに従ってインストールする Update 媒体をフロッピーディスクドライブに挿入してくだ 
さい。 

[ Update 媒体の適用 ] で「しなしヽ」を選択した場合は、スキップされます。 




rupdate 媒体」とは、弊社が Web などから発行する不具合解消用のフロッピーディスウのことで 
す。適用すべき媒体がありましたら、予防保守のため適用してください。なければ必要ありま 
せん。 


導入編 


43 

















14. 追加するアプリケーションをインス!-一 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインス|ル 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

15. メッセージに従って C D - R 〇 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - R 〇 M ドラ 
イプから取り出し 、 Windows NT CD - 
ROM を CD-ROM ドライプにセットす 
る。 

[ソフトウ I ア使用許諾契約]画面が表示されま 
す。 

16. よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]ボタンを、同意しない場合は、 
[同意しません]ボタンをクリックする。 

w-oara 

同意しないと、セットアップは終了 
し、 Windows NT 4.0はインス!-一 
ルされません。 


追加するアブ U ケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I OK I I 終了 I 


Microsoft Windows NT Version 4.0 
Server Disk1CD-ROM をドライブに 
挿入してください。 




ソフトウエア使用許諾契約 


次の使用許諾契約をお読みください。 PageDown キ-を使ってスクロ-ルしてくださし、。 


使用許諾契約に同意されますか？[同意しません]を選ぶとセットアッアを中止します。 
Windows NT をインストルするには、この契約への同意が必要です。 


[同意します I I同意しません| 


17. メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフロッピーディスクドライプがら取り出し、 
Windows NT CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブがら取り出す。 

18. Service Pack 5以降のインストールを行う指定をしている場合は、メッセージに従って指定した 
バージョンの Service Pack CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブにセットする 0 

Windows NT 4.◦と指定したアプリケーションは自動的にインストールされ、システムに□グオ 
ンします。 

I チェック I 

Windows NT 4.0 へは口ーカルの administrator としてログオンします。バックアップドメイ 
ンコント□ーラの場合は、自動的にログオンしません。 


19. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備の1つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。 

① スタートメニューから[設定]をポイントし[コントロールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

② [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]ダイアログボックスが表示されます。 

③ [アダプタ]タブをクリックし、ネットワークドライバを選択後、[プロパティ]ボタンをクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタの [Duplex Mode ] ダイアログボックスが表示されます。 

④ [ RTL 8139 Duplex Mode ] のコンボボックスの [ Speed ] と [Duplex Mode ] を HUB の設定値 
と同じ値に設定する。 
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⑤ [Duplex Mode ] ダイアログボックスの[〇 K ] ボタンをクリックする。 

⑥ [ネットワーク]ダイアログボックスの[〇 K ] ボタンをクリックする。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク]ダイア 
ログボックスから[プロトコル]タブをクリックしてプロトコルを設定する画面を表示させて行い 
ます。 

20 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

21. 46ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

22. 51ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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P 章害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるよラに、あらかじめ次のよラな 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

11-0 メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 
[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2 . [システム]アイコンをダプルクリックする。 

[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [起動/シャットダウン]タブをクリックす 
る。 


4. [システムログにイベントを書き込む]を 
チェックする。 

5. [デバッグ情報を次へ書き込む]をチェッ 
クする。 

6 . テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライプに 「 MEM 〇 RY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEM0RY.DMP 

w-OBM 

• Express サーバに搭載しているメモリ容量 +12MB 以上の空き容量のあるドライブを指定 
してください。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量を確認してください。 


7. [パフオーマンス]タブをクリツクする。 
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8. [変更]ボタンをクリックする。 

[仮想メモリ]ダイアログボックスが表示されます。 

9. [選択したドライブのべージンク'ファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値以上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 



• 必ず 0 S パーティションに「推奨」値以上のサイズで作成してください。ページングファイル 
の[初期サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取でき 
ません。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて (37 ページ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを押し、正常にダンプが採取できることの確認 
を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい0 


10. [〇 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 


ワトソン博士の設定 

Windows NT ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーション 
エラーを検出すると Express サーバを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を採 
取できるよラ次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、[〇 K ] ボタンをクリックする。 

[Windows NT ワトソン博士]ダイアログ 
ボックスが表示されます。 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 
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ダンプシンボルテープル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存のログファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6 . [〇 K ] ボタンをクリックする。 


システム修復情報の更新 

オペレーティングシステムのデータが破損した場合にそなえて、システムの修復が行えるよ 
ラにするために、システム構成を変更した6、必ず「システムのアップデート」とともに「シ 
ステム修復情報の更新」をしてください。システム修復情報にはコンフィグレーションファ 
イルやレジストリファイルなどがあります。 

■: システ厶修復情報はフロッピーディスクにも保存できますが、アプリケーションのインス 

卜ールなどでレジストリが大きくなった場合、1枚のフロッピーディスクでは保存しきれな 
くなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったことを報告す 
るようなメッセージは表示されません。 

Windows NT では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復ができるの 
で、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 


ゾ システムの修復を行う場合に 「Windows NT 

4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と 
呼ばれるフロッピーディスクをセットするよ 
ラ要求される場合があります。 
EXPRESSBUILDER の「マスターコント □— 
ルメニュー」のソフトウェアのセットアップ] 
—[〇 EM ディスウの作成]を選択してディス 
クを作成してください（すでに作成している 
場合は、作成し直す必要はありません)。 


M-0 • 「システム修復情報の更新」はシステムに障害が発生し、起動しなくなったときにシステ 

ムが起動できるように復旧することを目的としています。「システム修復情報の更新」は 
システムのバックアップを目的としたものではありません。 

• 運用中にシステムやコンポーネントを変更した場合にも以下の手順で「システム修復情 
報の更新」を行ってください。 


【〇1»:训糊:漏，】:^ 


〇オンラインドキユ，ント 



4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 

「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナリファイルです。 

5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2 . [名前]ボックスに 「 rdisk . exe 」 と入力し、 
[〇 K ] ボタンをクリックする。 

[修復ディスクユーテイリテイ]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 


3. [修復情報の更新]ボタンをクリックする。 


4. [はい]ボタンをクリックする。 

「システム修復ディスクを作成します 
か？」というメッセージが表示されます。 


5. [いいえ]ボタンをクリックする。 

6 . [終了]ボタンをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す0 


0 S インス I -ール中にネットワークモニタをインス I -ールする場合 

ネットワークドライバの選択が完了し、メッセージの指示に従ってインス!-ールを行ってい 
くと、サービスを追力□するウィンドウが表示されます。 

1. [一覧がら選択]をクリックする。 

[ネットワークサービス]の一覧が表示されます。 

2 . [ネットワークサービス]の一覧から、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、[〇 K ] 
ボタンをクリックする。 

以降、メッセージの指示に従って、〇 S のインストールを続行してください。 


ファイル名を指定して実行 




ルダ、ドキ 




名前 | rdisk | 


) ^ 

|V わリスてソ M 天1 J 3 

OK キャンセル」 参照(珍…」 


このユ-ティリティは、システムをインストルするときIこ f 呆存した修愎情報を更新し、 

システ厶修值ディスクを作成します。修愎牾報は、Iラ-が発生した塌含に、フ''-卜 
■ムの回 mi こ使用されます。この:^ティリティ13ハ 'v クアッデツ-ルとして I s 使用で 

修愎テ 'v スウの作成ぬ)」_終了〇£>」一へルフ如_ 



システムのインスト- P 寺、また IJ この：^ティリティの前回実行 B 寺 I こ保存された脩值惜報は、則除されます。 


令 


この悚作を続行します力 

f はい^) llgHil 
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OS インス I -ール後にネットワークモニタをインス I -ールする場合 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 
[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [サービス]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークサービスの選択]ダイアログボックスが表示されます。 

4. [ネットワークサービス]の一覧から、[ネットワークモニタツールとエージエント]を選択し、[〇 K ] 
ボタンをクリックする。 

[ WindowsNT セットアップ]ダイアログボックスが表示されます。 

5. Windows NT CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットし、[〇 K ] ボタンをクリックする。 

ただし、 CD - ROM ドライプのドライプ文字が正しく指定されていない場合は、正しい値に変更し 
てください。 

[ネットワーク]ダイアログボックスに戻ります。 

6 . [閉じる]ボタンクリックし、システムを再起動する。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]—[管理ツール(共通)]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 には、本装置監視用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent _ te ' 
よび Express サーバ • ワークステーション管理用の 旧31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13阳96「」などが収録 
されています。 ESMPR 〇 / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!'■'一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]にインストールしたユーティリティのフォルタ'があるこ 
とを確認してください。 

シームレスセットアップの設定でインス I ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア 
編」を参照して個別にインス I -ールしてください。 

■ I ： ューティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあります。詳し 
rpp 1 ] くは第3編の「ソフトウヱア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 
• 修復プロセスを使用してシステムを修復した場合 

次の手順に従ってシステムをアップデートしてください。 

M -0 參システムのアップデートを行った場合は、必ず「システム修復情報の更新」を行ってくだ 
さぃ。 

• Service Pack は、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。装置に添付されて 
し、ない Service Pack を適用する場合はお客様でご用意ください。 


1. 管理者権限のあるアカウント （Administrator など）で、システムに□グインする。 

2 . CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 を Express サーパ'の CD-R 〇 M ドライブ'にセットする。 

3 . [ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューがら[システムのアッ 
プデート]をクリックする。 

Service Pack の選択をするダイアログ 
ボックスが表示されます。 

ダイアログボックス内で右クリックす 
ると表示されるポップアップメニュー 
からも選択できます。 

4 . 適用する Service Pack を選択する0 

以降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進めてください。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

詳しくは33ページをご覧ください。 


〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


‘〇 


ソフトウェアの m 
J セットァップ J 


NEC 
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シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順については、オンライン 
ドキュメントの 「Microsoft Windows NT 4.0 Server インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照してください。 

Microsoft Windows NT Server 4.0 日本語版をセットアップする場合は、シームレスセッ 
トアップを使うことを強くお勧めします。詳しくは38ページの説明をご覧ください。 


-サボートディスクを用意してください- 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ 
と呼ばれるサポートディスクが必要です。 

「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ には 、 Windows NT 4.0 のインス 
トールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを3枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

3 . Express サーバの CD - ROM ドライプに添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDERJ をセットする。 

4 . CD - R 〇 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl >+ く Alt >+< Delete > キーを押す)が、電源を〇 FF / 
〇 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5 . [ツールメニュー]がら[サボートディスクの作成]を選択する。 

6 . [サボートディスク作成メニュー]から [Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 

7 . 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows NT 4.〇 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」が作成されます。 

作成した 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプロテクトをし、 
ラベルを貼って大切に保管してください。 

Express サーバの他に Windows 2000,または 
Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動 
作するコンピュータをお持ちの場合は、添付の 
CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - R 〇 M ド 
ライブにセットすると表示される「マスターコン 
卜□—ルメニュー」から Windows N 丁 4.0 OEM - 
DISK for EXPRESSBUILDER を作成することも 
できます。 


〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 




も 


NEC 
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